
食の安全「基本のお話」 だからSDGs
だれかの笑顔につながる

【いずみ市民生協グループの
  カスタマーハラスメントに対する基本方針】
１．いずみ市民生協グループは、組合員・地域のみなさま
の声に誠実に対応するとともに、問題の合理的な解決
に向けた話し合いをすすめます。

２．「カスタマーハラスメント」に該当する言動に対しては、
毅然として組織的に対応します。

３．「カスタマーハラスメント」の予防と事実検証を目的と
して、動画の撮影や録音を行う場合があります。

４．著しく相当性を欠いており、対応が難しいと判断した
場合には、警察、弁護士等の適切な機関に相談のうえ
で対処いたします。

最新の知見に基づいて、気を付けたいリスクと気にしなくてもいいリスクをまとめてみました。
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いずみ市民生協グループは
持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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気を付けたいリスクと気にしなくてもいいリスク

１．食中毒
　食中毒は、命にかかわることもある「最大のリスク」とされています。
家庭の食事でも発生しています。

家庭でできる食中毒予防の６つのポイント　▶▶

２．飲酒
　飲酒は多くの病気につながります。少量の飲酒でもがんのリスクが
高まることがわかっています。
厚生労働省「健康に配慮した飲酒に関するガイドラインについて」　▶▶

３．バランスを欠いた食事　
　油っぽいものの食べ過ぎや野菜や果物の足りないバランスを欠いた
食事は健康寿命を縮める要因とされています。 

 厚生労働省「e-ヘルスネット」　▶▶

4．塩分の摂りすぎ
　日本人の最大の栄養課題とされています。
　　　　　厚生労働省「知っていますか？食塩のとりすぎ問題」　▶▶

5．いわゆる「健康食品」
　年間1,000件以上の危害※が報告されています。普通の食事ではとれ
ない量を長期間とってしまうことで、リスクは高くなります。
※国民生活センターHPより  　　　　　消費者庁「健康食品」　▶▶

カスタマーハラスメントとは
顧客や利用者からの行き過ぎたクレーム・迷惑行為・暴言・暴力・威圧的な要求など、業務の範囲を
超えた不当な言動によって従業員が身体的・精神的な苦痛を被る行為のこと

気を付けたいリスク

　食品添加物や残留農薬、遺伝子組換え食品は、食品安全行政の下、ほぼ「リスクゼロ」に管理されています。

添加物や農薬
　発がん性や健康影響が疑われるものは認可されていません。現在、認可されている食品添加物や残留
農薬で健康被害の事例や健康被害が懸念されるような情報はありません。

遺伝子組換え食品
　安全性審査を経て利用が認められた遺伝子組換え食品で、実害や安全性に疑念が生じた例は確認されていません。

　人間は、自分の身を守るための本能から、「危険」という情報に非常に敏感に反応します。その本能を
利用して、「危険」というワードは、宣伝などによく使われます。
　「危険」という情報が気になったら、まずは、内閣府食品安全委員会や厚生労働省等の情報を確かめ
ましょう。一部の識者や書籍、SNSの情報のみで判断するのは、危険です。

いずみ市民生協のホームページも参考にしてください。
食の安全Q＆A　▶▶▶

気にしなくてもいいリスク

「危険」という情報は、中身を確かめましょう

「カスタマーハラスメントに対する基本方針」を策定しました

　厚生労働省は2023年、「カスタマーハラスメント対策企業マニュアル」を公表し、企業が従業員を守
る方針を明確にし、周知・教育を行う必要があると示しました。
　いずみ市民生協グループでは、組合員・地域のみなさまが安心してご利用いただける質の高い商品・
サービスを提供するため、「カスタマーハラスメントに対する基本方針」を策定し、ホームページで公開
しています。
　従業員が安心して働ける環境づくりを通じて、これからも地域社会に貢献してまいります。

　組合員・地域のみなさまのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

6 7


